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AIが紡ぐ言葉と世界：生成AIと人間の共創「生成AIと日本らしさについて考える」

自己紹介
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2001年4月 豊田中央研究所 入所
2021年4月 東北大学准教授（クロスアポイントメント）
2024年4月 愛知工業大学情報科学部情報科学科着任
           9月 理化学研究所客員研究員

専門：自然言語処理・対話システム

学会活動：
人工知能学会対話システムシンポジウム実行委員
言語処理学会理事（若手担当）

https://aitech.ac.jp/~nlplab/
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本日の内容
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①生成AIの「今」

②日本文化常識のベンチマーク：MECHA-ja

③AIが紡ぐ言葉と世界：生成AIと人間の共創

テーマが「AIが紡ぐ言葉と世界：生成AIと人間の共創」なので
実社会での生成AIの活用を中心に話します
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本日の内容
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②日本文化常識のベンチマーク：MECHA-ja
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テーマが「AIが紡ぐ言葉と世界：生成AIと人間の共創」なので
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生成AIとは
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◼生成AI（Generative Artificial Intelligence）とは
◼ さまざまなコンテンツを自動生成できる人工知能

ChatGPT
(OpenAI)

2022年11月30日

Gemini
(Google DeepMind)

2023年12月

Claude
(Anthropic)

2023年3月
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生成AIサービス利用経験（国別）
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総務省情報通信白書（令和7年度版）より引用

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r07/html/nd112210.html

図表Ⅰ-1-2-7 生成AIサービス利用経験（国別）

2023→2024も伸びたが
2024→2025ではさらに利用者が
増えたと予想される
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生成AIサービス利用経験（年齢別）
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総務省情報通信白書（令和7年度版）より引用
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r07/html/nd112210.html

図表Ⅰ-1-2-8 生成AIサービス利用経験（年代別、日本）

20代では2024時点で半数近く
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企業における業務での生成AI利用率
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総務省情報通信白書（令和7年度版）より引用
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r07/html/nd112220.html

図表Ⅰ-1-2-14 企業における業務での生成AI利用率（国別）

日本は欧米や中国に比べると
生成AIを十分活用できていない
のが現状
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生成AIにできること：テキスト生成
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GoogleのGeminiで生成されたテキスト
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生成AIにできること：画像生成
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“メガネをかけた賢そうなうさぎが、
プログラミングする様子をイラスト
にして”

OpenAIのChatGPTで生成された画像
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生成AIにできること：画像生成
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“メガネをかけた賢そうなうさぎが、
プログラミングする様子をイラスト
にして。うさぎの毛はふさふさで、
可愛いネクタイをしたうさぎにして。
背景にはグリーンの大きな植物を置
いて、机の上には大きなパソコンの
ディスプレイの他に、ペン立てを置
いて。ペン立てには４本ぐらいペン
を立てて。”

OpenAIのChatGPTで生成された画像
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ChatGPTの出力の著作権
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https://openai.com/policies/terms-of-use#3-content& より引用

コンテンツの所有権
お客様と OpenAI との間において、
適用される法律で許可される範囲に
おいて、お客様は、(a) インプットに
対する所有権と、(b) アウトプットに
対する所有権を持ちます。当社は、
アウトプットに関するすべての権利、
権限、および利益をお客様に譲渡し
ます。

https://openai.com/policies/terms-of-use#3-content&
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ただし機械学習には使えないので注意が必要
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https://openai.com/policies/terms-of-use#3-content& より引用
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生成AIにできること：動画生成
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OpenAIのsora2proで生成された動画
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本物の動画はどれでしょう？
◼①から⑥の動画のうち、5つはAI（sora2pro）によって作られた動画です。

◼AIによって作成されていない、本物の動画はどれでしょう？
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①団子 ②海 ③きらめく

④鳥居 ⑤街並み ⑥ダンス

愛知工業大学名電高校１年生139名に
クイズを出した結果（2025/12/10実施）
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本物の動画はどれでしょう？
◼①から⑥の動画のうち、5つはAI（sora2pro）によって作られた動画です。

◼AIによって作成されていない、本物の動画はどれでしょう？
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①団子 ②海 ③きらめく

④鳥居 ⑤街並み ⑥ダンス

49名

62名22名

2名4名

0名

【高校1年生139名へのアンケート結果】 【正解】

愛知工業大学名電高校１年生139名に
クイズを出した結果（2025/12/10実施）
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教育現場では生成AIリテラシー教育も本格化
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慶應大学の学生が設立した Classroom Adventureが作成
2022年Google主催のファクトチェック世界大会4位
2023年4月に公開
多くの教育現場で導入されている

https://www.soumu.go.jp/use_the_internet_wisely/special/generativeai/https://www.classroom-adventure.com/ja/rays-blog-jpn

総務省も生成AIの教育資料を公開
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本日の内容
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①生成AIの「今」

②日本文化常識のベンチマーク：MECHA-ja

③AIが紡ぐ言葉と世界：生成AIと人間の共創
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ひとつのLLMが複数の言語を生成可能

18
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ひとつのLLMが複数の言語を生成可能
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地域特有の文化や慣習はどこに？
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LLMがグローバルになるということは地域特有の文化や
慣習が失われることになっていないか？

Large
Language

Model
(LLM)

User Input
(e.g., Chinese, English,
Japanese, German, ..)

System Output
(e.g., Chinese, English,
Japanese, German, ..)

ChatGPT, Qwen, Gemini, 
Claude, DeepSeek, …
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MECHA-ja
◼Multimodal Everyday-life and Cultural Habits Assessment

◼日本らしさと日常らしさのラベルつきデータ
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https://huggingface.co/datasets/llm-jp/MECHA-ja
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LLMの精度
◼ 「日常らしさ＋日本らしさ」が低いと

100%正解できる

◼ 「日本らしさ＋日常らしさ」が高い
事例は正解率が低い傾向にある

22
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MECHA-jaに対するGPTとQwenの精度
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横軸：日本らしさ, 縦軸：日常らしさ, 各領域の色(黄色〜紫)：精度 
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本日の内容
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①生成AIの「今」

②日本文化常識のベンチマーク：MECHA-ja

③AIが紡ぐ言葉と世界：生成AIと人間の共創
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生成AIと人間が共創する上での議論
◼生成AIを人はどんな場面でどのように活用すべきか

◼生成AIはAIらしくあるべきか、人間らしくなるべきか
◼目的やユーザに依存する話で、答えはひとつではない？

◼地域特有の文化や慣習をどのように生成AIの中で培うべきか
◼個別知識をいかに扱うかは現在も進められている研究課題
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まとめ
◼生成AIの「今」

◼ テキスト生成、画像生成、動画生成

◼動画生成は現在はAIが生成したことが見破られてしまう精度だが時間の問題か

◼ ひとつのLLMが複数言語を生成可能

◼日本文化常識のベンチマークMECHA-ja
◼ 「日常らしさ低＋日本らしさ低」の４択問題の精度は100％

◼ 「日常らしさ高＋日本らしさ高」の４択問題の精度は十分でない

◼生成AIと人間が共創していく上で議論が必要なこと
◼生成AIはAIらしくあるべきか、人間らしくあるべきか

◼地域特有の文化や慣習をどのように生成AIの中で培うべきか

26
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